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巻頭言
一 見 通 し 一
六認 司
大阪大学 には学生時代 も含 める と四十数年間在籍 したことにな ります。「あっ」 という問に過 ぎ
去 った感が致 します。その間、低温セ ンターには四十年余 りお世話 にな りました。液体ヘ リウムや
液体窒素の絡 む思い出 を辿 ってい くと、阪大 における自分 自身のその時々の歴史 を振 り返 ることが
で きます。初 めて研 究室 に入 った頃は液体ヘ リウム といえば自分の血 に も匹敵す る感 を持た され、
「一滴で も無駄 にす るな」 という意識 を徹底的 に叩 き込 まれ ました。デュワーの真空テス トに も随
分 と気 を遣 い、液化器 か らヘ リウム を汲んで もらう際 にはオペ レータの眼前 で真空 テス トを受ける
必要があ りま した。 シリコンオイル を使 った簡単 な真空計で したが、1分 間に10㎜以上の漏れがあ
るとどんなに切迫 した実験であって もその 日は汲 んで もらえませ んで した。この時 ほど1分 間が長
く感 じられたことはあ りませ んで した。
定年 を迎 え、少 し自由な時間がで き、 これまではあ ま り手 に取 る機会のなか った何冊かの本 に目
を通 しました。最初の1冊 はガブリエル ・ウオーカー著 の 「スノーボール ・アース」 という科学読
み物 です。2冊 目は吉 田武著の 「大人のための数学 ・物理再入門」、最後 は邦光 史郎著の 「や って
みなはれ」。全て を精読 したわけで はあ りませ んが、それぞれに心 に留 まる一節があ りました。
1冊目には数億年前 の氷 に閉 ざされた地球 とその後 に発生す る多細胞動物の出現の過程 な どを探
索 した、個性 的な科学者の姿が活 き活 きと描 き出され、科学者 と しての根性 を改めて植 え付 けられ
る思いが しました。
2冊目には 「超 高速計算機があ りさえすれば、人の知性 は無用なのか。計算機 は数値 を吐 き出 し
て も、概念は創造 して くれない … 」 とい う件があ り、スマー トに体系づけ られた物理や数学 に
も随分 と泥臭い歴史があ ることを今更なが ら思い知 らされた1冊 です。
3冊目はとくに感銘 を受 け、共感 を覚 えるところが多 くあ りました。サ ントリー を創始 し、発展
させ た鳥居信 治郎氏、佐治敬三氏親子 それぞれの一代記です。信治郎氏の終生 を通 しての信条 は
「やってみなはれ」、二代 目敬 三氏 のモ ッ トーは 「や らせてみな,はれ」 で した。科学 の研 究 は殆 ど
の場合、やってみなければ真実が判か りませ ん。理論 ・理屈 による詳細 な 「見通 し」 も時には重要
ですが、実験 は徒 に 「見通 し」ばか りに時間 を費やす よ り、先ず は 「やってみなはれ」。研 究室の
学生諸君 にも常々訴 えかけていた大好 きな言葉です。 また、 この大阪弁 としてのニュアンスが非常
に心地好い。著者 の後書 によ ります と、「「やってみなはれ」 を東京言葉 で置 き換 える と 「や ってご
らん よ」 となる。これでは権威 を喪失 した父親の言 い草である し、「や ってみなさい」 などでは、
教育ママか教師の口吻 になって しまう … 。」 独立法人化によって益々競争が激 しくなるなか、
学生諸君や若 い研究者の主体性 を尊重 し、活力 を与 える掛け声、「やってみなはれ」の精神 に則て、
大阪大学 も更に大 きく羽撃 くことを熱望 します。
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